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第 4回熱海市伊豆山復興計画検討委員会 

意見内容と対応方針案 

 

日時 ： 令和 4 年 5 月 25日（水）15：00～16：30 

場所 ： 熱海市役所 4階 第 1・2会議室 

 

 

NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

議題１ 復興基本計画（案）について 

1 

・基本理念は、何を意味してい

るか解説されているべきだ

と思う。理念の説明の文章で

は、短い文章に含まれる意味

合いが、もう少しはっきり書

かれていた方がいい。 

【議事録Ｐ６】 

基本理念に

ついて 
― 

 第３章-１．復

興基本計画の

基本理念の内

容を修正する。 

2 

 地域を取り戻すの主語は誰

なのか。 

【議事録Ｐ６】 

基本理念に

ついて 

 「地域が」地域を取り

戻す、という意味で書

いている。 

 第３章-１．復

興基本計画の

基本理念の内

容を再考する。 

3 

 「地域で」だと、地域の皆さ

んが地域で取り戻すものと

読める。市が先頭に立って地

域を、色んなものを取り戻し

ていくように読めるべきだ

と思う。もう少し書きこまれ

た方がいいかと思う。 

【議事録Ｐ６】 

基本理念に

ついて 
― 

 第３章-１．復

興基本計画の

基本理念の内

容を再考する。 

4 

 「地域が」という話で、主語

は誰かという話があったが、

被災者のことも主語になる

と思う。 

【議事録Ｐ７】 

基本理念に

ついて 
― 

 第３章-１．復

興基本計画の

基本理念の内

容を再考する。 

5 

 最終的にもうちょっと手直

しすれば、そんなに大きく変

える必要はないと思う。 

【議事録Ｐ７】 

基本理念に

ついて 
― 

 第３章-１．復

興基本計画の

基本理念の内

容を再考する。 

資料２ 



2 

 

NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

6 

 「住むマチ、集うマチ、安全

安心の伊豆山」と考えた。 

 今まで住んでおられた方、被

災して外に出られた方も含

めて、もう一度伊豆山に戻っ

てこようという気持ちを現

したのが住むマチ。集うマチ

は、住民だけではなくて、他

の地域、観光も含めて多くの

方が集まってくるような魅

力的なまちにする。そして、

安全安心は金科玉条の言葉

だと思うので、入れ込んでい

る。この案が参考になればと

いう点で意見したい。 

【議事録Ｐ７】 

基本理念に

ついて 
― 

 第３章-１．復

興基本計画の

基本理念の内

容を再考する。 

7 

 復興に向けた課題の「被災者

や発災後の対応に関する課

題」（19ページ）には、警戒区

域の内容が書かれておらず、

そもそも基本計画に伊豆山

の警戒区域の話がほぼない。

自分たちが、この計画の中の

どこに入っているのかと思

っている。被災者の話から現

実に即した対応を支援する

等、具体的なことを盛り込ん

でほしい。 

【議事録Ｐ７～８】 

基本計画で

の警戒区域

の記載方法

ついて 

 資料３（19ページ）で

警戒区域に触れてい

ない点については改

めて追記する。地域の

声というところで書

いているつもりでい

たが、本文の中に、皆

さまの置かれた状況

をしっかりと落とし

込んでいく。 

 第２章-４．復

興に向けた課

題及び必要箇

所の記載内容

の見直しを行

う。 

8 

 「地域社会の持続性につい

ては、被災した土地・建物を

元に戻すだけでなく、地域コ

ミュニティを維持すること」

（20ページ）と当たり前のよ

うに書かれているが、被災し

た土地・建物を元に戻すのは

再建に向け

た支援内容

について 

 被災者の心理的なも

の経済的なものも、課

題として表現してい

く。 

 第２章-４．復

興に向けた課

題及び必要箇

所の記載内容

の見直しを行

う。 
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

当たり前のことではない。凄

い事と理解してほしい。金銭

面の課題（公費解体や建て直

し・修繕等）などは書かれて

いないが、金銭的な支援の内

容がないと伊豆山の復興で

はないのでは、と感じてい

る。 

【議事録Ｐ８】 

9 

 第３章（25 ページ）、資料２

の№９、10（３ページ）は前

回も質問した件だが、２～３

年後に被災者が戻った際に、

再建するための支援要素は

入っているのか。前回質問

し、事務局回答は補助に対し

て現在はないため、議論中と

書かれているが、事務局対応

では回答済みとなっている。

これまでに報告もないが、ど

のようになっているか。 

【議事録Ｐ８～９】 

復興基本計

画の基本的

な考え方と

施策につい

て 

 資料３（25ページ）の

「自宅の自力再建希

望者の支援」は、主要

な施策３（31ページ）

に該当する。主要な施

策２と重複する部分

もあり、もう少し明確

に分けるべきと考え

る。 

 まちづくり計画で扱

う事業手法において、

自立再建の際に宅盤

や宅地の造成部分を

負担せずできる手法

を提案し、自力再建の

支援につなげたいと

考えている。 

 また、宅地整備または

道路整備と併せてラ

イフラインを整えて

いくことを両面から

効率的に効果的に進

めることで考えてい

る。 

 第４章  復興

にむけた取組

（主要な施策）

の記載内容の

見直しを行う。 

10 

 宅地の自力再建支援（31ペー

ジ）には、融資等の対策も考

えられる。 

施策内容に

ついて 
― 

 第４章  復興

にむけた取組

（主要な施策）
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

 ハードのことしか書いてな

いが、もう一回ここ（伊豆山）

に戻って、昔以上に安心して

暮らしていけるように、これ

からまだ何年かそういう状

況がかかることに対しては

そこまで支える等、ソフトの

ことも復興基本計画のなか

では必要だと思うため、併せ

て記述しておくべきだと思

う。 

【議事Ｐ10～11】 

の記載内容の

見直しを行う。 

11 

・逢初川流域の一体的管理につ

いて、土地利用をどうコント

ロールしていくか、治水面で

も流域管理も大切なので、法

適用等を見直した後にどの

ように運用していくかとい

うことをもう少し充実して

書いてもらいたい。 

 【議事録Ｐ11】 

施策内容に

ついて 
― 

 第４章  復興

にむけた取組

（主要な施策）

の記載内容の

見直しを行う。 

12 

・地域コミュニティの特性に配

慮して、今後、復興まちづく

りを進める時に、近隣関係も

含めて再起・再生ができるよ

うにしてもらいたい。 

・その為に、自治会とか地域コ

ミュニティの組織や活動に

必要な支援を確保するなど

の配慮が必要。祭りなど地域

の行事で、従来行われてきて

いたことが充実するよう、こ

れから住みなおして進める

こととなるが、少し長い目で

見ると新規の若い住民にも

住んでもらいたいのもある

施策内容に

ついて 
― 

 第４章  復興

にむけた取組

（主要な施策）

の記載内容の

見直しを行う。 
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

ので、地域コミュニティの再

生支援の中には具体的に想

定した上で文章を書いてい

ただきたい。 

 【議事録Ｐ12】 

13 

・施策に「景観に配慮した地区

まちづくり整備」（35ページ）

は、河川の内容が中心となっ

ている。地区の歴史的な特

性、現在の町の特徴を考える

と独特の景観が従来からあ

り、良い市街地景観とか、郷

土文化やスケールを大切に

した市街地再生といった文

言が含まれていないような

気がする。 

 【議事録Ｐ12】 

施策内容に

ついて 
― 

 第４章  復興

にむけた取組

（主要な施策）

の記載内容の

見直しを行う。 

14 

 施策「避難所・避難路の整備」

（29ページ）について、先日

の降雨で高齢者避難レベル

３が発令された時に、一人暮

らしのお年寄りから「神社か

ら小学校に行く道が怖い、小

学校の階段を上るのが大変

だから避難所に行くより家

に居る方が安心だ」と言われ

た。 

 避難所に行く道すがら心配

だから避難しない、そういう

方が多い。伊豆山小学校に避

難して、子どものトイレだと

用を足した後に立ち上がる

ことができない。災害のこと

も念頭にあるが、台風の季

節、伊豆山だと土砂災害と

か、他にいろいろあると思

避難路・避

難所につい

て 

 一時避難場所として

は、岸谷会館、仲道公

民館、浜会館でお願い

をしている。それ以上

（指定避難所）になる

と、伊豆山小学校とな

る。 

 加えて、地域の保養所

等にも、いろいろお話

しているという段階。 

・第２章-４．復

興に向けた課

題及び必要箇

所の記載内容

の見直しを行

う。 
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

う。まずは、今居る人たちの

命も助けなければいけない

ので、避難所、避難場所の確

保も住民がこぞって避難で

きるようなまちづくりをし

てもらいたい。 

【議事録 P12～13】 

15 

 伊豆山小学校までの行程の

話があったが、５年以上前に

伊豆山７つの町内会長から

市長宛に、仲道の公民館から

県道のロータリーまでの市

道拡張が済んでいないため、

落石の危険やバスとのすれ

違いが出来ず、市に早急に対

応してもらうようお願いし

ているが、現在どうなってい

るか。図面はできているとの

ことなので、拡張工事を早め

てやってほしい。 

【議事録Ｐ13】 

発災前から

の課題（道

路の整備）

について 

― 

 文書にて委員

に資料提供す

る。 

16 

 消防車両、緊急車両について

（29 ページ）、国道から仲道

の箇所が進入禁止になって

いる。現在、第四分団は活動

を浜町内で行っており、消防

車両は国道下からの出動と

なっている。寺山方面に向か

う有事の際にあの道路が使

えると初動が早くなると考

える。緊急車両だけでも通す

ことができるのであれば、検

討してほしい。 

【議事録Ｐ13～14】 

緊急車両通

行路につい

て 

 今の場所の件、日常生

活で毎日自由に通れ

るということではな

く、時間を決めて等ご

提案をいただいてい

るが、緊急車両も含め

て、まだ危険な警戒区

域の中であるという

こと、逢初川沿いの道

には手すりやガード

レールがなく、まだ危

険な状況ということ

で、今は開放はできな

い状態となっている。

緊急時のみ等限定的

 引き続き、担当

部署との協議

を重ね、通行可

能な状況とな

れば、協議結

果、状況を別途

報告 
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

にでも通行可能とな

らないか道路の管理

部門と相談をしてい

る。場合によっては通

行が可能となる条件

の相談となるかもし

れない。現在も、担当

部署と協議をしてい

るところ。 

17 

 源頭部の脇の奥まで行った

が、大型ユンボ―が動いてい

て斜面を固めるようなこと

を市内の土木会社がやって

いた。 

資料１には「源頭部の不安定

土砂に関しては、静岡県が調

査を続けていたが、３月 29日

に調査結果を発表し、安定施

設として不安定な部分の土

砂の撤去が必要との見解を

示している。このため、県と

市で６月までに排水対策を

行うこととしています。」と

書かれているが、このことを

指しているのか。 

【議事録Ｐ14】 

源頭部の工

事について 

 県と市で排水設備の

整備ということで作

業を進めている。市の

方は、既に終わってい

て、県が今月（５月）

中まで工事予定で排

水工事をしている。 

 回答済み 

18 

 ロードマップ（37ページ）に

示されている被災者向け住

宅の検討に２年、更に整備に

２年とあるが、本当にこの程

度の期間がかかるのかが議

論されて書かれているのか

気になる。更に基盤整備は３

年半もかかる上に住宅地造

成に７年かかると書いてあ

る。トータルで 10 年かかる

基盤整備の

ロードマッ

プについて 

 住宅の自力再建希望

者の支援として、実際

は上・中流部で考え方

は変わってくる。中流

部については新しい

建物を建てるために、

中期まではある程度

想定しなければなら

ない。上流部に関して

は、もう少し早期とい

 第４章-４施策

実施スケジュ

ールの記載内

容の見直しを

行う 
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

が、住宅地造成においてはど

のような議論で書かれたの

か教えてほしい。 

【議事録Ｐ15】 

うところに造成整備

計画を事業課として

は考えている。中期以

降の長期の住宅造成

については、もう少し

見直し、考えていく。 

19 

 河川事業（36ページ）被災者

向けの住宅整備と宅地区整

備（37ページ）はかなり関連

するところで、それぞれの事

業がちゃんと整合するよう

ロードマップでしっかり手

順を考えた上で示す必要が

ある。そこまでの調整ができ

ていない感じがした。ハード

面とソフト面を連携させて

行いながら、細かいところま

で関連性や手順を示すこと

は難しいと思うが、主要な部

分については関連性を踏ま

えた上で示してほしい。 

 歴史を継承する地域文化の

再生・形成（37ページ）、景観

に配慮した地区まちづくり

整備は、主要な施策の中では

いろいろ書いているので、そ

れを踏まえた書き方にして

ほしい。ロードマップの色の

濃淡の意味がよく分からな

い。そういったあたりの配慮

もほしい。 

【議事録Ｐ15～16】 

施策実施ス

ケジュール

について 

 ハード的な整備かど

うかが色の濃さの違

いだが、見せ方として

はハードなのかソフ

トなのかを含めて表

現を工夫する。 

 短期的・中長期的に考

えて行かなければな

らないというような

ところの色分けを整

理したいと思う。 

 第４章-４施策

実施スケジュ

ールの記載内

容の見直しを

行う 

20 

 ロードマップの中で肝心な

部分に関しては、何年までに

やるというような、意思表明

を書くことで、被災された方

施策実施ス

ケジュール

について 

― 

 第４章  主要

な施策及び施

策実施スケジ

ュールの記載
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

が生活再建する時の重要な

判断基準にもなる。事業ベー

スが予算等で心配があると

はっきり書けなくなること

があるかもしれないが、肝心

な内容に関しては被災者の

地域の状況をしっかり踏ま

えた上で、決意表明として書

いてほしい。 

 特に河川整備、住宅地再建の

話に関しては、しっかりと期

限を含めて書いてほしい。 

【議事録 P17】 

内容の見直し

を行う 

その他 

21 

 現在、既に２軒ほど神社線か

ら上の方に帰ってきていた

だいている。中古住宅を買わ

れて改装、もう１軒は新築・

造成すると聞いている。立入

禁止地区の別所道という道

があり、車も入れない。そこ

は車が入れれば結構いい住

宅地になっている。地域の方

も協力していただけるとい

う話をもらった。 

 もう一点広い場所で高齢者

施設を作るという話がなく

なり、空いている土地があ

る。直接話はしてないが、広

い土地なので幾つかに分譲

しないと難しいと感じる。例

えば市が買い取り分譲する

考え方もあるのかどうか聞

かせてほしい。 

【議事録 P19】 

 

区域外の用

地買収につ

いて 

 場所にもよるので、個

別に様子を伺いたい

と思う。一度持ち帰ら

せてもらい、その上で

具体的な場所などを

教えていただければ

と思う。 

 回答済み 
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NO 意見内容 分野 事務局回答 事務局対応 

22 

 消防団（第四分団）では、発

災から年末まで危険区域の

中で、防災活動を行った。泥

棒が出ると情報があったた

め、みんなで夜回りしてい

た。 

 その中で気になったのは、害

獣であり、家が流されたとこ

ろの多くで、夜に動物が出て

いる。もの凄く危険なくらい

いる。家がなくなると増える

ことも聞いたことがある。別

所道も崩されており、人が通

れないようになっている。こ

の前初めて国道の下でイノ

シシを見た。観光客・子供・

老人も居るということを踏

まえて、何かあったら危険だ

と思った。 

【議事録 P19～20】 

害獣につい

て 
― 

 現地の貴重な

ご意見として

賜る 

 

以上 


